
月日

術前 術後

検査
・採血、超音波検査、レントゲン
撮影を行います

・頭部ＣＴ検査を行います

活動・安静度

・Ｖ－Ｐシャント部が圧迫されな
いような体位にします

食事

清潔

排泄

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。
諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください。

宮崎大学医学部附属病院

・術後の経過を見て必要時医師より説明がありますが、ご
不明な点はいつでもご相談ください
・術後5日目頃に自宅に帰って気をつけることについて説
明を行います。ご不明な点はいつでもご相談ください。

脳室―腹腔短絡術（V-Pシャント）を受けられる赤ちゃんのご家族へ

患者氏名 　　　　　　　　　　　　　主治医： 　　受け持ち看護師：

／ ／　　 ／　　～　　／

患者様及びご
家族への説明
栄養指導
服薬指導

達成目標

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・心拍や呼吸状態を調べるモニターが付いていま
す
・治療のため点滴をします

・採血、超音波検査、レントゲン撮影を行います
・体重を測ります

・手術前日までに手術担当医師、麻酔科医師から
説明があります。説明を受け了承されたら、同意
書にサインをしていただきます。同意書は、看護
師へお渡し下さい
・手術当日のご両親の来院時間について医師また
は看護師から説明があります

・指定の来院時間までに当院へお越し下さい
・ご両親は、赤ちゃんと医師、看護師とともに手術室へ行き、手術室
の看護師と、赤ちゃんの名前の確認をして頂きます
・手術中は総合周産母子医療センター内の面談室または、4階エレベー
ター前のデイルームでお待ちいただきます。その場を離れる際には、
看護師へお知らせ下さい。また、いつでも連絡が取れる状態にしてお
いて下さい
・手術担当医師から術後の説明があります

手術前日 手術1日目～7日目
手術当日

項目
・感染徴候がない
・神経症状がない
・シャント不全徴候がない

・便秘になると、お腹の中の圧が高くなって、髄液の流れ
が悪くなることがあります。場合によっては浣腸を使うこ
ともあります

・呼吸の状態が落ち着いてきたら気管内のチューブを抜き
ます
・全身の状態に応じて内服薬の投与を再開します
・医師が状態に合わせて、ドレーンの圧を調節します
・状態を見ながら術後7日目頃に傷口の抜糸を行います

・内服薬の投与は中止します
・栄養のための点滴を行います
・全身麻酔のため、手術中は気管
内にチューブを挿入し呼吸の補助
を行います

・帰室後は呼吸を補助するために
人工呼吸器を使用することがあり
ます
・痛み止めを使用し、疼痛緩和を
図ります
・貧血がある場合は、輸血をしま
す

・全身の状態に応じて授乳を再開します
・全身の状態を見ながら量を増やしていきます

・必要時、採血や超音波検査、レントゲン撮影を行います

・医師の許可があれば赤ちゃん用ベッドで過ごします

・状態に合わせて体拭きもしくは沐浴を行います

・授乳を中止します

・おむつを交換します

・体温の調節や処置のために保育器で過ごします

・体拭きを行います

・医師の指示のもと授乳を行います


